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○「あわっ子文化大使」育成プロジェクトの目的
郷土に根付いた文化と文化財について知り，触れる機会を増やすことで，ふるさとを愛し，大切にする態度を育むとともに，将来，

ふるさと徳島の文化について誇りを持って県内外で発信し続けるなど，あわ文化を次世代に伝承できる人材を育成する。

① H２８認定証授与式

【実施日：3月14日】

１３の中学校から，新たに
３５名を認定し，あわっ子文
化大使は総勢６９名となりま
した。

④ あわっ子文化大使

キャラバン～西コース～

【実施日：7月30日】

⑤ 阿波おどり

「とくしま連」参加

【実施日：8月12日】

⑫地震津波碑４Ｋシンポ

ジウム

【実施日：12月17日】

⑧地震津波碑ＰＲ

プロジェクト

【実施日：9月23日,24日】

⑪キャラバン&
スキルアップ講座

【実施日：12月16日】

海陽町の地震津波碑を
めぐって，過去の南海地
震について調べました。
拓本とりも体験しました。
（4名参加）

鳴門市ドイツ館の取材と
レポート作成を行いまし
た。また，鳴門第九に参加
した中学生に，第九の魅力
等についてインタビュー
しました。（12名参加）

うだつの町並み探索や藍
染め体験・和紙漉き体験を
行いました。世界で，一つ
のだけの作品を仕上げまし
た 。（10名参加）

とくしま連（県庁連）
に参加して踊りました。
四大モチーフのうちわを
配りあわ文化のＰＲも行
いました。（17名参加）

南海地震津波碑を巡
り，「地震津波碑４Ｋデ
ジタルコンテンツ撮影」
を行いました。
（7名参加）

来館者の受付や司会
などスタッフとして，
フェスティバルに参加
し活躍しました。
（10名参加）

9月に撮影した４Ｋ映像
を披露し，地震津波碑調
査活動について報告しま
した。（３名参加）

徳島大学のプロジ
ェクトに参加し，様々
な分野のプロフェッシ
ョナルとともにデジタ
ル出力の次世代お鶴人
形の制作を体験しまし
た。（のべ21名参加）

「伝統をメイク2017」
のプロジェクトをとお
して制作した“デジタ
ル出力の次世代お鶴人
形”を実際に動かして，
たくさんの人に披露し
ました。(４名参加)

あわっ子文化大使が
「あわ文化」を体験し，
その魅力を分かりやすく
伝える手法を学ぶ「スキ
ルアップ研修」を実施し
ました。（16名参加）

海岸沿いの遍路道体
験や，地震津波碑の見
学，うみがめ博物館の
見学，阿波踊り「活竹
人形作り」を行いまし
た。(14名参加)

②鳴門市ドイツ館取材活動・

鳴門第九インタビュー活動

【実施日：６月４日】

⑥伝統をメイク2017
【実施日：8月6日～9日，

28日～30日】

③南海地震津波碑調査

【実施日：7月25日】

⑦あわっ子文化大使

キャラバン～南コース～

【実施日：8月22日】

⑩県中文祭での３Ｄ浄瑠璃

人形の披露

【実施日：11月26日】

⑨人形浄瑠璃

フェスティバル

【実施日11月12日】
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